樺太アイヌの「トゥイタㇵ 」に見出される交差対句 by 大喜多 紀明





























































































































































































































































                                                   
















(c)人肉を食うオヤシ（お化け、goblins or ogres）の話。【怪異譚】 
(d)嫁取り、婿取りをするために冒険をする話。【冒険譚】 

















怪異譚としては、1984 年 4 月 17 日収録分の「さらわれた娘‐84」12をテキストとした。
「さらわれた娘」と題される物語が『浅井タケ昔話全集 I, II』には 3 編（1984 年 4 月 17
日収録分、1988 年 8 月 23 日収録分、1992 年 5 月 17 日収録分）が収録されている。採録
された類話の中でも最も古い一編が 1984 年 4 月 17 日収録分である。 
冒険譚としては、「箱流しの話」と題される物語は 2 編（1988 年 8 月 23 日収録と 1991
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年 5 月 6 日収録）が掲録されている。この 2 編の内でより古いものは 1988 年 8 月 23 日収
録分の「箱流しの話」13であり、これを本稿でのテキストとした。 
3 人きょうだい譚としては、一連の 3 人きょうだい譚で最も採録時期が古いものが「頭蓋
骨‐84（娘編）」（1984 年 4 月 22 日採録）であるが、録音が途中で途切れている。次に古
いものは、「ポヌンカヨ‐86」（1986 年 10 月 19 日採録）であるが、この物語の場合はオヤ
シ（お化け）が登場するので、（c）怪異譚と（e）3 人きょうだい譚との混交型であると言









た娘」の中でも、1984 年 4 月 17 日に収録されたテキスト（本稿では、『浅井タケ昔話全集 
I, II』に準じ、「さらわれた娘‐84」とする）の全文を記載する（記号と下線は筆者による）。 
 













(そうですか。M)、 貝。(分かります。貝、分かります。M)、 2 人でそれを拾ったと
さ。拾ってから 2 人とも家へ入って、D 帰って、暮らしていたら、E そのうちウンカ
                                                   
13 「箱流しの話」にはオヤシや 3 人きょうだいが登場しないので、（c）怪異譚や（e）3 人
きょうだい譚との混交譚ではない。また、（a）鳥獣草木譚や（b）異類婚姻譚とも混交して
いない。 
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ヨといって、そいつは化け物だ。(ウンカ? M)、 ウンカヨ。(ウンカヨ? M) うん。(化




maas pontara pii 
tara pii tara pii tara pii 
atuy soo kuru kaa 
cii hawe sunka 
cii hawe suyee 
maas pontara pii 
































A  この昔話を聞いた 
B  ①娘が 1 人死ぬ 
②残った娘と 2 人の生活 
③1 人が育つ 
C  貝を拾って帰る 
D  暮らしていた 
E  ウンカヨが娘を背負って浜へ 





















は、担当する人物は変化するものの、3 人のうちの 1 人が死に、2 人が残ったあと、子供が
生育する場面となるという文脈が類似している。 
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よって沖に連れて行かれた後、「ババ」が 1 人で暮らす様子である。 


































 G ha'ii mahpa cooruntee 
monimaa kurukaa cooruntee 
ha'ii mahpa cooruntee 
'ooyoo kante cooruntee 
ha'ii mahpaa cooruntee 
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monimaa kuru kaa cooruntee 
ha'ii mahpaa cooruntee 

























    G´ha'ii mahpa cooruntee 
monimaa kurukaa cooruntee 
hoyoo kante coruntee 
ha'ii mahpaa cooruntee 
monimaa kuru kaa cooruntee 
ha'ii mahpaa cooruntee 





















ここで、付された A～P と A´～P´の記号にしたがって配列すると次のように表示される。 
 
A  「男」と「妻」が暮らしていた 
B  「息子」の成長 
C  ①悪事を計画する「男」と「妻」 
②「息子」が山から下りてくる 
D  「息子」が箱に閉じ込められる 
E  「息子」が川に流されてしまう 
F  「息子」が泣きながら川を下る 
G  「息子」の泣き声（挿入歌） 
H  「息子」が泣きながら川を下る 
I  「息子」の喪失 
J  ①ある村 
②ユリ根 
③浜に行きたい 
K  「娘」が箱を開けた（開ける行為） 
L  「娘」が髪の毛を引き上げる（探し出す行為） 
M  「娘」が子どもの小指の半分をみつける（小さい） 
N  「娘」が小指の半分を家に持ち帰る（小さい） 
O  「娘」が子守をする（養育する） 






K´「男の子」が 1 軒の家の戸を開ける（開ける行為） 
J´①遠い村 
②ユリ根 





















B と B´には、共に、「息子」が成長していく姿が描かれている。B では「息子」は、「男」
と「妻」のもとで暮らしつつ成長し大人になるが、一方、B´では、「息子」は、「娘」と共
に暮らして立派な男になっている。「息子」を取り巻く環境については、B と B´では異な
















                                                   
18 D・D´および E・E´の対応については、口承に描かれた事柄に対して筆者が解釈を加
えることで対応としている。 



















 M と N では、「小指の半分」を「娘」が見つけて家に持ち帰っているのに対し、M´と N
´では、「小指の半分」が「男の子」になっている。両者において「男の子」の大きさとい
う観点では M・N と M´・N´は対照的である。また、M・N については、「男の子」が「娘」
に育てられる「前」であるのに対し、逆に、M´・N´は、「男の子」が「娘」に育てられ
た「後」の様子である。 






 最後に、村崎が 1986 年 10 月 26 日に収録した浅井による「フンドシをとられた話」の全
文を以下に転記する（記号・下線は筆者による）。 
 







karararaa kira'uu tohtee 
karararaa kira'uu noyyee 
karararaa kira'uu tohtee 















karararaa kira'uu noyyee 
karararaa kira'uu tohtee 











karararaa kira'uu tohtee 
karakaraa kira'uu noyyee 










あたりを見ると、そこには娘が 3 人いる様子だった。娘が 3 人いるらしく、一番上の
娘の寝床の上からは、その一番上の男のフンドシがその寝床に下がっていた。それか
ら真ん中の娘の寝床からはその真ん中の男のフンドシが、その寝床の上にかかってい















F koo wehtaa koowehtaa 
koo wehwehtaa koo wehtaa 
koo wehtaa koowehtaa 
と、こうやって踊りながら下りてきたとさ。 
今度、老婆はこれを聞いてこう言ったとさ。 
「ほら、今この娘たちは、踊って来るのに＜koo wehta koo wehwehtaa＞ といって来








    'iihi 'iihi 
'ahkapo 'ahkapo wen kusu 
'iihi 'iihi 
yuhpo yuhpo pirikaruy 
yuhpo yuhpo 
'iihi 'iihi 
yuhpo yuhpo wen kusu 
'iihi 'iihi 
















て、そうやっているうちに、娘たちが 3 人連れ立って入ってきたとさ。 
B´それから、男たちは恥ずかしがって、頭を上げることもできないでいた。それでこ
んど、 それで起きたんだ。 










A  3 人の男がいた 
B  フンドシをとられる         [挿入歌①] 
C  エリマキの木の皮を頭に巻きつける 
D  ①どんな化け物か？ 
                   [挿入歌②] 
                   [挿入歌③] 
②カラスの家に入る 
③結婚させたかったカラスの老婆 
E  ユリ根を掘りに行くカラスの娘 
F  カラスの娘たちの踊り       [挿入歌④] 
F´カラスの老婆の踊り 
E´ユリ根を持ち帰るカラスの娘 
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（maas pontara pii）」と題されており、1988 年 8 月 23 日に録音されたものである。この
「さらわれた娘‐88」は、本稿第５節で紹介した「さらわれた娘‐84」の類話であり、怪
異譚に分類できる。また、「さらわれた娘‐84」と比べるとかなり短い。 







を再現する箇所である。この B～D③に対応する D´③～B´箇所には、3 人兄弟が同じ行
為を再現する様子は描かれていない。 









        maas pontara pii, 
  tara pih tara pii, tara pii 
  'atuy soo kurukaa 
  cihawesunka cihawesuye 
  maas pontara pii, 
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